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2010年１月１日、「2010年代」が始まる。振り
返れば、10年前の2000年１月１日はいわゆるコ
ンピューター2000年問題の渦中であった。21世
紀も同時に始まるのかと思ったら、それは2001
年からだと言われて恥をかいた記憶がある。
世紀がXX01年から始まるとしても、十年間

（ディケイド）の始まりはやはりXXX0年であろ
う。「80年代」「90年代」という括りは時代感覚
にしっくりなじむ。90年代はやはりバブル崩壊
後の「失われた10年」と総括できようし、まだ
言い慣れない「2000年代」は「小泉」「反小泉」
のせめぎ合いの中で、格差、うつ、ひきこもり
といったいわば社会の歪みが表面化した時代で
あったと考える。
経済の面では、名目ＧＤＰが大雑把にいって
ほぼ横ばいであったのに対し、国債残高はこの
20年で４倍弱に増加し（対名目ＧＤＰ比では
40％弱から150％に上昇）、一方で株価はおよそ
1／4に落ち込んだ。

それでは2010年代はどのような時代になるの
だろうか。はっきりしているのは、総人口が減
少し、高齢化、シングル化が一層進行するとい
うことだ。前二者はよく語られるが、シングル
化の進行もすさまじい。未婚率の上昇と離婚の
増加により、2020年には40歳代の３人に１人が
配偶者を持たずに暮らしていると想定される。
もう１つ、2020年をターゲットに地球温暖化防
止に向けた取組が世界的に行われることも間違
いないだろう。
折しも、戦後初めての本格的な政権交代が実
現し、民主党政権が誕生した。2010年代が民主
党の時代になるのか、それとも自民党が復権す
るのか、あるいは第三の勢力が台頭するのかは
知る由もないが、少なくとも今後数年は民主党
政権が続くはずだ。デフレ、財政危機、少子化
といった課題山積の中ではあるが、2010年代の
グランドデザインを早く提示し、腰を据えて取
り組んでほしいものである。

（注）数値は暦年の数値。国債残高は３月末の普通国債の数値（2010年３月末数値は財務省推計）。
日経平均は前年末（2010年は2009年11月末）数値。

（資料）総人口、高齢化率、40歳代有配偶率は国立社会保障・人口問題研究所。名目ＧＤＰは内閣府（2010年はニッセイ基礎研究所推計）。国債残高は財
務省。

1990年 2000年 2010年 2020年 

総人口 12361万人 12693 12718 12274

高齢化率 12.1％ 17.4 23.1 29.2

40歳代有配偶率 86.6％ 80.5 72.4 64.4

名目ＧＤＰ 443兆円 503 481 ？ 

国債残高 161兆円 332 601 ？ 

日経平均株価 38915円 18934 9345 ？ 


